
統一フォーマット・タイトル

プロジェクトの⽬標︓情報システムの現場導⼊後に問題が発⽣するのを設計前に防ぐ

世界標準システムズエンジニアリング学修・実習

⼿戻りが発⽣した⼯程ごとの作業コスト

作成を試みたコンテキスト分析図群

①新情報システムの導⼊後の
現場の状態変化

②新情報システム導⼊後の
経営などの状態変化

出典︓⽇経コンピュータ, ⼿戻りゼロへの挑戦, 1998.09

学修したシステムズエンジニアリング⽤語

外部／基本設計作業前に
後続作業の⼿戻りを発⽣させない⼯夫が必要 国内ソフトウェア開発

の問題事例調査
設計前に不⾜していた

情報を発⾒

⼿戻り作業の戻り先段階

出典︓IPA,ユーザのための要件定義ガイド〜 要求を明確にするための勘どころ
https://www.ipa.go.jp/sec/old/users/events/events_tokyo_20170310-2.pdf

プロジェクト成果物︓情報システム開発者をサポートするQ＆A型注意喚起ツール

出典︓IPA ⾼情報処理システム⾼信頼化教訓集 ITサービス編 引⽤https://www.ipa.go.jp/ikc/publish/tn19-001.html （2022年12⽉10⽇参照）

回答に応じた
必要な準備作業
を出力

調査対象記事のタイトル頻出単語

コンカレントエンジニアリング理解へのアプローチ

出典︓共通フレーム2013 巻末図4-25 （抜粋）
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システム導入後の問題発生を事前回避する設計準備ツールの製作
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